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「周囲に気を配る人」との
コミュニケーション③

リーダーには判断力と決断力が必要
　今回もＨさんの事例から、「エミアブル」（調停役）の特徴

をもつ人との接し方について考えてみます。

　Ｈさんは何事においても、利用者や家族など、施設に関係

する一人ひとりの思いに沿いたいという気持ちが強く、それ

が行き過ぎると、どの視点に立って考えるべきかわからなく

なってしまいがちです。そうなってくると、迷惑をかけてし

まうのではないか、あるいは大きなミスを引き起こしてしま

うのではないかという心配する気持ちが先に立ち、物事を判

断することを避けてしまったり、先延ばしにするといった行

動をしてしまいます。

　物事を判断する力を「判断力」といいますが、似た言葉に「決

断力」という言葉もあります。「決める」という意味では判

断力も決断力も同じといえますが、判断力とは、さまざまな

情報を分析、整理しながらいくつかの選択肢の中から１つを

選択することのできる能力をさします。一方、決断力は自分

自身の判断と責任において、実際に行動に移すことを決める

力のことをいいます。

　リーダーが判断を迷うと、組織全体で行動を起こすことを

遅らせてしまうばかりか、重大なミスや大きな事故を引き起

こす要因になる可能性もあります。

判断力を引き出していくために
　ＹさんをはじめＨさんの上司にあたる職員は、Ｈさんが判

断に迷っていそうだと気づいたときには、リーダーだからと

いって任せきりにせず、一緒に考える姿勢を示してあげるよ

うにしましょう。

　話し合いの際には、Ｈさん自身の判断基準がどこにあるの

かを確認していくことがとても重要になってきます。しかし、

Ｈさんは何事も相手の思考に委ねがちなので、判断基準をも

っていない、あるいはあったとしても曖昧であることが少な

くありません。「誰のため」に「何のため」に判断する必要

があるのかという部分を丁寧に擦りあわせしていくことで、

Ｈさんの中にぶれない基準をつくるよう促していくととも

に、組織の見解などを参考にしてもらいながら、適切に判断

していくことができるようコミュニケーションを図っていき

ましょう。

決断力を引き出していくために
　Ｈさんは決断する場面でも、自分以外のことに気を取られ

て、あれもこれもやらなければと思ってしまいます。

　決断しやすくするポイントは、「無駄なものをどれだけそ

ぎ落とせるか」にあります。「しなくてよいもの」はどれな

のかを考えることで、「するべきこと」を整理していきます。

　決断するということは責任を伴いますので、「するべきこ

と」が焦点化されればされるほど、Ｈさんの精神的な負担は

軽くなりますし、ピンポイントで行動することになりますの

で、職員の動きをコントロールしやすくなります。また、不

安がある時は決断を先延ばしにしたり、決断そのものを保留

にしたりしてしまうことがあります。Ｈさんがそうした状況

にあると思われるときは、客観的な視点に立ち返って考える

ことができるよう、判断材料を紙に書くなど可視化して、一

緒に整理していくようにしましょう。

　先日、リーダーの H さんと職員が、机上活動後のホールの除菌作業について話し合っ
ていました。
　いくつかの提案が挙げられたのですが、Ｈさんはそれぞれに対し「うんうん」と頷く
だけで、時間ばかりが過ぎていきます。しびれを切らした職員が、Ｈさんに「どの提案
がよいと思いますか」と聞くと、腕を組んで考え込んだ後、「どれもよい提案なので少し
考えさせて」と一言。
　結局、今後の取り組み方は決まらないまま話し合いは終わってしまいました。
　Ｈさんがリーダーになってから、物事がスムーズに決まらないことが多くなってきた
ような気がして心配です。
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